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トンネル放流による道路法面崩落箇所等の本復旧工事の完了について 

令和 5年 5 月に天ケ瀬ダムトンネル式放流設備からの放流による、天ケ瀬ダム下

流宇治川右岸の道路法面崩落等については、国土交通省近畿地方整備局淀川ダム統

合管理事務所が設置した天ケ瀬ダム放流調査委員会での議論を経て、令和 5年 12 月

から本復旧工事に着手されました。 

この度、「道路法面崩落箇所（直上流対策箇所含む）」及び「祠付近着水箇所（階

段部）」の本復旧工事が令和 6年 6月 14 日に完了したので報告します。 

 

１. 経緯 

令和 5年 5 月 天ケ瀬ダムトンネル式放流設備からの放流により、天ケ瀬ダム   

下流宇治川右岸の道路法面崩落、志津川区管理の祠付近への着水

等が発生【R5.第 7 回建水で報告】 

 

令和 5年 6 月 応急復旧工事着手～完了【建水委員あて情報提供】 

       第１回 天ケ瀬ダム放流調査委員会【R5.第 8 回建水で報告】  

 

令和 5年 7 月 第２回 天ケ瀬ダム放流調査委員会【R5.第 10 回建水で報告】 

        

令和 5年 12 月 本復旧工事着手【R5.第 14 回建水で報告】 

 

令和 6年 6 月 本復旧工事完了【今回】 

 

２. 工事内容（資料１） 

令和 5 年 12 月の本復旧工事着手時に、令和 6年 6月中旬完了を目標としていた

下記工事が完了した。 

 

① 道路法面崩落箇所（直上流対策箇所含む） 

洗掘や吸い出しに耐え得る堅固な構造として、現場打ち擁壁を施工。なお、景

観配慮・修景のため、擁壁前面に自然石を用いた埋設型枠を採用。 

 

② 祠付近着水箇所（階段部） 

天ケ瀬ダムからの流水が階段を駆け上がらない構造として、既設階段を取り壊

し、波返し付擁壁を施工。なお、景観配慮・修景のため、平場部分は周辺の意

匠に合わせ鉄平石仕上げとした。 








